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●主な内容　
第３回定例会のあらまし／議決結果（P２）
常任委員会委員長報告（P３～）　
代表質問・７会派（P６～）　
一般質問・８議員（P13～）　
政務活動報告（P17～）
委員長・議員提案による意見書（P18）
臨時会開催／議会活動（P19）
お知らせ／市民からひとこと／編集後記（P20）
　　 

南アルプス

●若宮八幡の神楽（古市場）

　市指定無形民俗文化財。現在は、毎年10月最初の
土曜日・日曜日に奉納されている。地域によれば、
今の形で奉納されるようになって平成 28年で100
周年を迎えた。現在も古市場敬神会によって熱心
に継承され、夕方から夜に行われる祭典は、両日
数多くの人々でにぎわう。

市  議  会 だより



▼
平
成
29
年
度
の

決
算
を
認
定

─  ２  ─

平
成
29
年
度
の

決
算
を
認
定

　平成30年 第３回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

◆
第
３
回
定
例
会（
９
月
）の
あ
ら
ま
し

　

９
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
案
、
条
例
の

一
部
改
正
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算
認
定
案
等
38
案

件
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
お
よ
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
請
願
第
30
―

２
号
教
職
員
定
数
改
善
、

少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書
」
が
採
択
さ
れ
、

委
員
長
提
案
で
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

議
員
提
案
で
「
太
陽
光
発

電
設
備
の
立
地
規
制
等
に

係
る
法
整
備
等
を
求
め
る

意
見
書
」
も
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
29
年
度

の
決
算
額
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

異議なく全会一致で可決された議案等
条例の制定
条例の
一部改正

意見書

平成30年度
補正予算

平成29年度
決算認定

その他

請　願

同　意

条例の廃止

 

8,720,287
26.0%

258,472
0.8%

1,257,188
3.7%

47,789
0.1%

8,350,343
24.9%761,185

2.3%

149,016
0.4%

3,399,169
10.1%

1,808,804
5.4%

183,153
0.6%

303,698
0.9%

6,097,823
18.2%

2,195,432
6.6%

215,523
0.7% 3,859,316

12.1%

10,254,504
32.1%

1,945,912
6.1%

17,323
0.1%

981,115
3.1%

735,972
2.3%

2,696,725
8.4%

1,148,515
3.6%

5,635,485
17.6%

21,036
0.1%

4,212,781
13.2%

199,802
0.6%

31,924,00933,532,359

（単位／千円）

3,399,169
10.1%



─  ３  ─

　
　
　

消
防
本
部
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
本
部
消
防
活
動
事
業
」
に
つ
い
て
、

熱
中
症
予
防
対
策
シ
ス
テ
ム
と
し
て
冷
却
ベ

ス
ト
を
購
入
す
る
と
し
て
い
た
が
、
効
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　

冷
却
ベ
ス
ト
は
建
物
火
災
時
に
屋
内

　
　
　

か
ら
の
救
助
を
す
る
際
や
、
化
学
防

護
服
を
使
用
す
る
際
に
着
用
す
る
が
、
こ
の

よ
う
な
実
災
害
対
応
は
な
か
っ
た
。
た
だ
訓

練
の
際
に
着
用
し
た
隊
員
に
よ
り
、
汗
の

量
が
減
る
な
ど
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　

地
方
債
に
関
わ
っ
て
監
査
委
員
会
の

　
　
　

意
見
書
で
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て

借
入
金
と
預
金
を
相
殺
す
る
リ
ス
ク
回
避
策

を
講
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
状
況
は
。

　
　
　

金
融
機
関
ご
と
に
基
金
現
在
高
（
預

　
　
　

金
）
と
地
方
債
残
高
（
借
入
金
）
の

差
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
面
が
あ
る
。

引
き
続
き
預
貸
率
を
確
認
し
な
が
ら
、
リ
ス

ク
回
避
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

行
政
改
革
推
進
室
が
所
管
す
る
「
行

　
　
　

政
改
革
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
は
、
南
ア
ル
プ

ス
市
の
事
業
を
審
議
、
議
論
し
て
い
た
だ
く

の
で
、
委
員
の
選
出
は
し
っ
か
り
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

学
識
経
験
者
、
行
政
精
通
者
、
一
般

　
　
　

公
募
者
な
ど
か
ら
人
選
を
行
っ
て
い

る
。

　

人
を
選
ぶ
こ
と
は
人
間
の
本
質
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
た
め
大
変
難
し
い
面
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
中
で
、
人
選
に
は

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

の
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
当
初
予
算
に
計
上
し

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
は
市
職
員
に
よ
る

　
　
　

自
前
で
策
定
し
た
経
過
が
あ
る
。
後

期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
今
年
度
に
な
っ
て

検
討
し
た
結
果
、
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
基
づ
い
た
方
が
、
効
果
的
な
検
証
に
よ

る
後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
考
え
、

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

○
訴
え
の
提
起

　
　
　

市
が
旧
チ
ロ
ル
学
園
の
用
地
と
し
て  

　
　
　

占
有
し
て
い
る
土
地
の
内
、
移
転
登

記
が
行
わ
れ
て
い
な
い
土
地
を
時
効
取
得
す

る
た
め
の
訴
え
を
提
起
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
訴
訟
の
相
手
方
は
裁
判
所
に
出
向
く
必

要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

本
市
が
訴
え
を
起
こ
す
と
裁
判
所
か

　
　
　

ら
相
手
方
に
訴
状
が
届
く
こ
と
に
な

る
。
相
手
方
か
ら
の
答
弁
書
の
提
出
が
な
い
場

合
や
呼
び
出
し
日
に
欠
席
さ
れ
る
と
、
訴
訟
は

結
審
す
る
。
相
手
方
に
対
し
て
説
明
文
を
送
付

す
る
な
ど
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

○
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

条
例
を
改
正
し
消
防
法
令
違
反
の
あ  

　
　
　

る
建
物
を
公
表
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
現
在
市
内
に
は
対
象
と
な
る
違
反
建
物

が
あ
る
か
。

　
　
　

９
月
13
日
現
在
で
13
件
あ
る
。
内
容

　
　
　

は
物
品
販
売
施
設
、
複
合
用
途
施
設
、

ホ
テ
ル
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
あ
る
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

　
　
　

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策

定
事
業
」
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
の
策
定
は
以
前
か
ら
予
定
で
き
る
も

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

●委員長／河野 木綿子　●副委員長／斉藤 諭
●委　員／有野 一成、櫻田 力、村松 三千雄
　　　　　名取 泰、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／５件

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算
認
定
案
お
よ

び
そ
の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

決  

算

QＡ

Q

Ａ

QＡ

QＡ

Ａ

補
正
予  

算

条  

例
Q

Ａ

Q

そ  

の 

他

　
　
　

訴
え
の
提
起
を
す
る
以
前
の
市
の
対
応
が

　
　
　
十
分
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
管
理

体
制
を
反
省
す
る
と
共
に
、
そ
の
経
過
説
明
を
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
訴
訟
の
相
手
方
で
あ
る
、

相
続
人
の
方
々
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

意
見

　
　
　

人
選
を
す
る
際
に
は
、
委
員
会
の
目
的

　
　
　
と
役
割
を
伝
え
、
し
っ
か
り
と
理
解
し

て
も
ら
っ
た
上
で
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

冷却ベストを着用した隊員



　
　
　

文
化
財
課
が
所
管
す
る
「
安
藤
家
住

　
　
　

宅
運
営
管
理
事
業
」
に
つ
い
て
、
か

つ
て
、
駐
車
場
の
整
備
に
伴
う
ト
イ
レ
の
設

置
や
別
ル
ー
ト
か
ら
の
進
入
路
の
整
備
が
計

画
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

　
　
　

当
時
未
整
備
だ
っ
た
下
水
道
が
接
続

　
　
　

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
駐
車
場
へ
の

進
入
路
と
あ
わ
せ
て
よ
く
協
議
し
て
検
討
し

て
い
く
。

○
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　

国
保
会
計
全
体
と
し
て
歳
出
は
減
少

　
　
　

し
た
が
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
し
て
い
る
。
薬
価
の
ほ
か
に
考
え
ら
れ

る
要
因
は
。　
　
　

　
　
　

ひ
と
つ
の
病
状
に
対
し
複
数
の
医
療

　
　
　

機
関
に
か
か
る
傾
向
が
レ
セ
プ
ト
分

析
か
ら
見
て
取
れ
る
。
情
報
の
共
有
を
進
め

薬
の
適
正
利
用
や
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

等
で
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

─  ４  ─

に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
件
数
と
、

費
用
対
効
果
は
。

　
　
　

平
成
29
年
度
は
４
，４
５
３
枚
で
全

　
　
　

体
の
約
８
％
。
費
用
対
効
果
で
見
る

と
厳
し
い
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点

で
継
続
し
発
行
し
て
い
る
。

 　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
事
業
の
成
果
は
。

ま
た
、
市
内
に
は
他
に
も
同
様
な
支
援
者
が

多
数
存
在
す
る
が
、
今
後
の
連
携
は
。

　
　
　

30
人
の
子
ど
も
に
個
別
学
習
支
援
を

　
　
　

延
べ
１
４
７
回
行
っ
た
。
高
校
進
学

を
目
指
し
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
る
中
で
、
地
域
福
祉
計

画
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
支
援
方
法
を

考
え
て
い
く
。
福
祉
面
だ
け
で
な
く
教
育
面

か
ら
の
必
要
性
を
鑑
み
、
教
育
委
員
会
と
も

さ
ら
に
連
携
を
深
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
保
護
費
支
給
事
業
」
に
つ
い
て
、

生
活
保
護
世
帯
の
内
、
何
世
帯
が
自
立
で
き

た
の
か
。
ま
た
、
お
と
な
の
引
き
こ
も
り
の

対
応
は
。

　
　
　

就
労
に
よ
り
自
立
し
た
世
帯
は
６
世

　
　
　

帯
。
お
と
な
の
引
き
こ
も
り
は
県
の

調
査
に
よ
る
と
本
市
は
67
人
。
課
題
も
多
い

が
県
の
専
門
窓
口
と
も
連
携
し
、
継
続
し
て

支
援
し
て
い
く
。

大
学
が
油
脂
酵
母
の
研
究
を
し
て
い
た
が
、

成
果
報
告
は
行
う
の
か
。

　
　
　

今
年
度
内
に
報
告
会
を
開
催
す
る
予

　
　
　

定
で
あ
る
。

　
　
　

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
病
児

　
　
　

・
病
後
児
保
育
施
設
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
、
補
助
金
の
基
準
額
が
増
額
と
な
っ

た
理
由
と
、
施
設
の
利
用
人
数
は
。

　
　
　

人
件
費
お
よ
び
資
材
費
等
の
高
騰
に

　
　
　

よ
る
も
の
を
反
映
し
国
が
基
準
額
を

変
更
し
た
。
病
児
・
病
後
児
合
わ
せ
て
74
名

が
利
用
し
て
い
る
。

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　

戸
籍
市
民
課
が
所
管
す
る
「
コ
ン
ビ

　
　
　

ニ
・
自
動
交
付
機
証
明
発
行
事
業
」

○
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
調
理
場
条
例
の

　

制
定

　
　
　

ふ
れ
あ
い
館
に
も
調
理
場
が
あ
る
が

　
　
　

調
理
場
の
利
用
区
分
は
。
ま
た
、
観

光
商
工
課
と
生
涯
学
習
課
で
協
議
は
な
さ
れ

た
の
か
。

　
　
　

芦
安
調
理
場
は
非
営
利
、
ふ
れ
あ
い

　
　
　

館
は
営
利
目
的
で
も
使
用
可
能
と
し

て
い
る
。
使
用
方
法
も
含
め
、
行
政
改
革
推

進
室
や
観
光
商
工
課
と
協
議
し
て
決
め
た
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

　
　
　

環
境
課
が
所
管
す
る
「
ヘ
ル
ス
ピ
ア

　
　
　

白
根
解
体
事
業
」
に
つ
い
て
、
山
梨

常任委員会  委員長報告

●委員長／中込 恵子　●副委員長／小池 伸吾
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、三木 充
　　　　　北村 千代子、飯野 久

●当委員会に付託された案件／13 件

厚生文教常任委員会

　
請
願
第
30
ー

２
号
「
教
職
員
定
数
改
善
、
少

人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書
」
に
つ
い
て

は
、
櫻
田
力
紹
介
議
員
に
説
明
を
求
め
、
全
会

一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
決

算
認
定
案
に
つ
い
て
は
、慎
重
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

コンビニで証明発行の利用ができるのは、マイナンバーカードを
お持ちのご本人です。（住基カードも利用できます）

QＡ

QＡ

QＡ

ＡQ

Ａ Q Ａ

Q

決  
算

QＡ

条  

例
補
正
予  

算
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な
政
策
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
上
げ
、
市
営
住

　
　
　

宅
と
し
て
転
貸
す
る
事
業
だ
が
、
公

募
を
し
た
も
の
の
応
募
が
無
か
っ
た
。
平
成

31
年
度
に
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
を
見

直
す
予
定
で
あ
る
た
め
、
再
度
事
業
内
容
を

協
議
す
る
。

　
　
　

み
ど
り
自
然
課
が
所
管
す
る
「
雨
鳴

　
　
　

山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管
理

会
特
別
会
計
」
に
つ
い
て
、
土
地
借
地
料
を

毎
年
支
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
い

ず
れ
赤
字
に
な
る
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

借
地
料
を
払
わ
ず
に
借
り
る
こ
と
も

　
　
　

可
能
だ
が
、
そ
の
場
合
は
木
材
の
売

却
代
を
県
と
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
土

地
の
借
地
方
法
に
つ
い
て
、
管
理
会
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

山
岳
観
光
に
お
け
る
ト
イ
レ
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
ト
イ
レ
の
他
、

従
来
型
浄
化
槽
な
ど
、
様
々
な
方
式
が
あ
る

の
で
、
山
岳
全
体
を
含
め
て
最
適
な
ト
イ
レ

の
方
式
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が
所

　
　
　

管
す
る
「
県
民
の
森
周
辺
施
設
等
再

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
利
用
度
や
収
益
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
市
の
考
え
は
。

　
　
　

ソ
フ
ト
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
リ

　
　
　

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
の
で
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
定
期

的
に
協
議
を
重
ね
検
討
し
て
い
く
。
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
し
て
森
林
環

境
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

建
築
住
宅
課
が
所
管
す
る
「
既
存
借

　
　
　

上
型
市
営
住
宅
事
業
」
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
の
実
績
が
無
か
っ
た
。
市
営
住

宅
は
人
口
の
定
着
、
増
加
の
観
点
か
ら
重
要

─  ５  ─

　
　
　

雨
漏
り
が
直
接
部
屋
の
中
に
無
く
、

　
　
　

気
付
き
づ
ら
い
状
況
で
あ
っ
た
。
今

後
こ
ま
め
に
各
施
設
を
点
検
し
、
初
期
の
段

階
で
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
滞
在
型

　
　
　

市
民
農
園
管
理
事
業（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
）」
に
つ
い
て
、
入
居
者
に
空
き
が
出
た

場
合
、
指
定
管
理
料
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

１
件
あ
た
り
で
は
な
く
、
全
体
で
指

　
　
　

定
管
理
料
を
支
出
し
て
い
る
の
で
変

更
は
な
い
。
な
る
べ
く
空
き
の
期
間
が
少
な

く
な
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
企
業
対

　
　
　

策
事
業
」
に
つ
い
て
、
企
業
訪
問
は

ど
ん
な
こ
と
に
役
に
立
つ
の
か
。

　
　
　

県
内
外
の
企
業
を
直
接
訪
問
し
誘
致

　
　
　

を
進
め
て
い
る
。
市
内
の
企
業
に
も

訪
問
し
、
企
業
拡
張
の
相
談
支
援
も
す
る
。

廃
業
し
た
工
場
を
紹
介
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
観
光

　
　
　

施
設
維
持
管
理
事
業
」
に
つ
い
て
、

夜
叉
神
公
衆
ト
イ
レ
の
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
に

３
０
０
万
円
以
上
の
決
算
で
あ
る
。
今
後
バ

イ
オ
チ
ッ
プ
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
で
い
る
の
か
。

常任委員会  委員長報告

産業土木常任委員会

●委員長／清水 重仁　●副委員長／矢﨑 俊秀
●委　員／花輪 幸長、野中 國幹、齊藤 博明
　　　　　花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／ 20件

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
金
山
沢

　
　
　

温
泉
改
修
事
業
」
に
つ
い
て
、
休
憩

室
の
雨
漏
り
に
よ
る
改
修
だ
が
、
も
う
少
し

早
く
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Q

ＡQＡQ

Ａ

Ａ

決  

算

補
正
予  

算

休憩室が改修される予定の金山沢温泉

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
決
算
認
定
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

森林科学館内の展示場のようす

QＡ

Q

Q

ＡQ

Ａ

市内の市営住宅のようす
（日中第２団地：芦安地区）
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で
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　

指
定
管
理
者
が
作
成
し
、
市
に
事
業

　
　
　

内
容
を
報
告
す
る
事
業
報
告
書
の
平

成
29
年
度
分
の
一
部
が
、
条
例
に
定
め
ら
れ

た
年
度
終
了
後
60
日
を
過
ぎ
た
今
も
、
こ
の

制
度
を
取
り
仕
切
る
行
政
改
革
推
進
室
に
届

い
て
い
な
い
事
実
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、「
市
長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革
推

進
本
部
が
中
心
と
な
り
、
行
政
改
革
に
全
庁

的
な
体
制
で
取
り
組
む
」
と
い
う
、
本
市
の

行
政
改
革
大
綱
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
早
急
な
改
善
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

　
　
　

が
効
い
て
い
な
い
。
大
い
に
反
省
し

て
お
り
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

大
阪
府
北
部
地
震
・
西
日
本

豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
危
険
箇

　
　
　

所
調
査
の
内
容
と
結
果
は
。

　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
含
む
危
険
箇
所
に
つ

　
　
　

い
て
調
査
し
、
学
校
施
設
を
除
き
23

カ
所
で
傾
き
や
、
ひ
び
割
れ
、
法
令
不
適
合

箇
所
を
確
認
し
た
。
早
急
に
対
応
が
必
要
な

４
カ
所
は
立
入
禁
止
と
し
、
撤
去
を
進
め
る
。

　
　
　

地
震
や
豪
雨
で
被
害
の
発
生
が
予
想

　
　
　

さ
れ
る
市
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

危
険
物
・
危
険
箇
所
の
調
査
と
事
前
対
応
は
。

　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検
と
適
正
な

　
　
　

管
理
に
つ
い
て
は
広
報
紙
と
回
覧
板

で
周
知
し
た
。
道
路
、
河
川
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
か
ら
の
通
報
や
市
職
員
ら
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
で
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
修
繕
を
実

施
し
て
い
る
。
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
等
の
補
助
制
度
の
活
用

を
促
し
て
い
る
。

　
　
　

西
日
本
豪
雨
を
踏
ま
え
た
対
策
は
。

　
　
　

水
防
法
改
正
に
伴
っ
て
、
平
成
29
年

　
　
　

８
月
に
公
表
さ
れ
た
「
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
」
を
基
に
、改
め
て
、「
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
お
り
、
全
戸
配
布

の
上
、
住
民
説
明
会
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
周
知
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

効
果
と
今
後
の
運
営

　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
、
検
証
作

　
　
　

業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の

か
。

　
　
　

毎
年
度
、
指
定
管
理
者
よ
り
提
出
さ

　
　
　

れ
る
事
業
報
告
書
に
よ
り
、
利
用
人

数
、
管
理
状
況
、
収
支
状
況
等
を
把
握
し
、

必
要
時
に
は
個
別
外
部
監
査
を
実
施
し
て
い

る
。
指
定
管
理
者
と
所
管
課
の
意
見
、
市
民

の
要
望
等
も
把
握
し
、
検
証
し
て
い
る
。

　
　
　

導
入
の
効
果
と
課
題
は
な
に
か
。
ま

　
　
　

た
、
課
題
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　
　
　

指
定
管
理
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

　
　
　

大
限
に
活
用
し
た
施
設
運
営
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
お
り
、

運
営
経
費
は
、
制
度
導
入
当
初
よ
り
節
減
さ

れ
て
い
る
。
課
題
は
、
指
定
管
理
施
設
の
老

朽
化
対
応
と
、
制
度
の
導
入
を
更
に
進
め
る

こ
と
が
可
能
か
の
検
討
で
あ
る
。

　
　
　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
の
運
用
が
施
設

　
　
　

の
運
営
状
況
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
か
。

　
　
　

施
設
の
管
理
運
営
を
定
期
的
に
確
認

　
　
　

す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を

平
成
28
年
度
よ
り
本
格
的
に
運
用
し
て
い

る
。
問
題
が
あ
れ
ば
、
情
報
の
共
有
、
速
や

か
な
対
策
の
実
施
、
市
が
行
う
追
跡
調
査
等

　 櫻田 力 議員
（未来の風）

討議の
焦 点

Ａ Q

PLAN（計画） 

基本事業目標・方針 

まちづくりのビジョン 
施策目標・方針 

事務事業目標・方針 

CHECK（評価） 
施策・基本事業・事務事業 

現状把握 
成果・実績把握 
事後評価 

DO（実施） 

事務事業の実施 

ACTION（評価結果の反映） 
行政経営方針へ反映 
予算編成へ反映 
組織編成へ反映 
人事評価へ反映 

事務事業の見直しへ反映 

行政評価とは 

行政経営の 
サイクル

指定管理者制度の運用で行革を推進できているか？
◇全庁的な取り組みの一部に不適合があり反省している。
　 改善し行革を推進する。

大阪府北部地震・西日本豪雨の教訓は活かせるか？
◇ブロック塀等の安全確認と新たなハザードマップの作成に取り組む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！
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Ａ QＡ Q
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ＡQＡQＡ
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市
政
課
題
へ
の
取
り
組
み

　
　
　

市
長
は
初
当
選
以
来
、
約
３
年
半
、　

　
　
　

新
た
な
政
策
を
積
極
的
に
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
継
続
的
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
施
策
が
山
積
し
て

い
る
。
今
後
の
市
政
へ
の
意
向
は
。

　
　
　

市
長
就
任
後
、
一
党
一
派
に
偏
ら

　
　
　

な
い
公
平
・
公
正
な
政
治
姿
勢
で
、

対
話
を
大
切
に
し
た
市
民
重
視
の
市
政
運

─  ７  ─

関
と
協
議
す
る
中
で
、
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
大
規
模
な
国
定
公
園
と
い
う
話
に
な

る
と
、
県
・
国
を
含
め
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
要

望
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
大

規
模
な
公
園
と
い
う
の
は
、
市
単
独
で
は
厳

し
い
の
で
、
継
続
的
に
県
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協

議
し
て
い
く
。

静
岡
市
の
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の

直
接
交
渉
し
た
取
り
組
み

　
　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事
車
両
通

　
　
　

行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
静
岡
市
と
Ｊ

Ｒ
東
海
は
県
道
ト
ン
ネ
ル
延
長
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負
担
で
建
設
す
る
こ
と

と
決
め
た
。
工
事
費
用
は
１
４
０
億
円
、
地

域
貢
献
で
県
道
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
協
力
す

る
意
思
を
示
し
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
交

渉
を
続
け
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
工
事
費
用
の
全

額
負
担
に
難
色
を
示
し
て
い
た
が
、
最
終
的

に
は
市
の
要
望
を
受
け
入
れ
た
。
市
と
の
協

力
関
係
を
築
く
上
で
適
切
な
判
断
と
述
べ
、

早
期
着
工
の
決
意
を
に
じ
ま
せ
た
。
静
岡
市

の
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　

多
く
の
地
区
か
ら
要
求
が
出
て
い

　
　
　

る
が
、
そ
の
都
度
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、

ま
た
は
県
と
色
々
話
し
て
い
る
。
静
岡
市

と
Ｊ
Ｒ
東
海
が
し
た
よ
う
な
煮
詰
ま
り
方

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
そ
の
先

を
見
極
め
て
判
断
す
る
。

営
に
鋭
意
、
努
め
て
き
た
。
市
役
所
新
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
建
設
計
画
を
根
本
的
に

見
直
し
、
現
庁
舎
を
改
修
・
増
築
す
る
こ

と
で
費
用
削
減
を
図
り
、
旧
完
熟
農
園
は
、

時
代
に
即
し
た
新
た
な
活
用
を
見
出
す
た

め
、
将
来
を
見
据
え
た
優
良
企
業
の
誘
致

に
向
け
、
地
権
者
の
取
り
ま
と
め
に
努
め

て
い
る
。
継
続
的
な
市
政
運
営
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
計
画
の
沿
線
対
策

　
　
　

市
内
の
ル
ー
ト
沿
線
で
は
、
多
く
の

　
　
　

地
区
で
測
量
も
終
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
契
約
に
至
っ
た
箇
所
も
数
カ
所
あ
る
。
戸

田
・
宮
沢
地
区
に
お
い
て
は
、
中
心
線
測
量

に
も
入
れ
ず
、
こ
う
着
状
態
が
続
い
て
い
る
。

リ
ニ
ア
計
画
が
発
表
さ
れ
た
際
、
地
域
は
分

断
さ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
、
日
照
不
足
・
振
動
に
よ
る

被
害
、
騒
音
の
発
生
、
強
磁
界
・
強
電
波
、

地
下
水
汚
染
・
枯
渇
、
土
地
地
価
の
下
落
等

多
く
の
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
沿
線
に
広
域
・

大
規
模
防
災
避
難
所
等
の
誘
致
、
ま
た
国
営

の
リ
ニ
ア
開
通
記
念
公
園
の
建
設
を
誘
致
す

る
考
え
は
。

　
　
　

大
規
模
な
施
設
の
誘
致
は
広
域
的
な

　
　
　

地
域
に
か
か
わ
る
案
件
で
あ
り
、
国

の
施
策
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
線
全

域
を
捉
え
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
海
や
関
係
機

●代表質問

　 斉藤 諭 議員
（市民クラブ）

市長の今後の市政課題への取り組みは？
◇目指すべき方向性や、重点政策等を整理し、継続的な市政運営への取り組みについて、　
　 前向きに考えている。

リニア沿線に広域・大規模防災避難所等と、開通記念公園建設誘致の
考えは？
◇国の施策レベルであり、沿線全域をとらえ、関係機関と協議する。

静岡市はＪＲ東海と直接交渉した。本市の取り組みは？
◇ＪＲ東海・県と話はしている。今後、状況を見極め判断する。

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ Q

Ａ Q

建築が進む市役所新館
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で
あ
る
。
削
減
目
標
実
現
は
非
常
に
困
難
な

道
程
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

や
手
法
で
進
行
さ
せ
る
の
か
。

　
　
　

公
共
施
設
再
配
置
の
基
本
的
考
え
方

　
　
　

は
、
①
施
設
を
廃
止
し
て
取
り
壊
す

「
除
去
」、
②
大
規
模
改
修
を
施
す
か
、
解
体

し
て
新
た
に
建
て
直
す
「
更
新
」、
③
既
存

と
同
じ
用
途
の
施
設
を
統
合
し
、
一
体
的
な

施
設
と
し
て
整
備
す
る
「
集
約
化
」、
④
既

存
と
異
な
る
用
途
の
施
設
を
統
合
し
、
複
数

の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
整
備
す

る
「
複
合
化
」、
⑤
修
繕
に
よ
り
耐
用
年
数

を
超
え
て
使
用
す
る
「
長
寿
命
化
」、
最
後

に
、
⑥
改
修
に
よ
り
他
の
施
設
と
し
て
活
用

す
る「
他
用
途
へ
の
転
用
」で
あ
る
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
考
え
方
に
則
し
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
な
ど
、
人
口
動
態
の
変
化
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
公
共
施
設
の
統

廃
合
、
譲
渡
等
を
確
実
に
推
進
し
、
目
標
達

成
に
向
け
努
め
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用

補
助

　
　
　

今
年
６
月
に
起
き
た
大
阪
府
北
部
地

　
　
　

震
で
、
児
童
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

事
を
受
け
本
市
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
の
計
画
は
示
さ
れ
た
が
、
個
人
所
有
の
建

造
物
で
は
費
用
が
か
か
る
た
め
撤
去
で
き
な

い
危
険
箇
所
が
多
い
。
補
助
拡
大
の
考
え
は
。

　 中込 恵子 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ

Q

公共施設再配置集中取り組み期間終了後の方向性、アクションプランは？
◇除去・更新・集約化・復合化・長寿命化・他用途への転用という基本的な考え方に則し、 
　人口動態や市民ニーズに対応した公共施設の統廃合推進に努める。

ブロック塀等の撤去費用補助拡大は？
◇大阪府北部地震での死亡事故を重く受け止め十分な検討をする。

家庭保育への補助について再度問う。
◇重要性は理解するが、市単独では困難。国、県への要望を含め検討する。

本市の障害者雇用の実態は？
◇ 2.57％であり、法定雇用率を上回っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

　
　
　

私
有
財
産
の
建
造
物
は
数
が
多
く
、

　
　
　

財
政
上
の
負
担
が
過
大
な
た
め
、
補

助
対
象
の
拡
大
や
補
助
金
の
増
額
は
、
考
え

て
い
な
い
が
、
個
人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

大
阪
府
北
部
地
震
で
の
死
亡
事
故
を
重
く
受

け
止
め
、
関
係
す
る
部
局
間
で
今
後
十
分
な

検
討
を
し
て
い
く
。

家
庭
保
育
へ
の
支
援

　
　
　

３
月
議
会
で
、
家
庭
保
育
へ
の
金
銭

　
　
　

的
な
支
援
を
す
る
考
え
は
無
い
と
い

う
答
弁
だ
っ
た
が
、
鳥
取
県
に
「
在
宅
子
育

て
手
当
」
と
い
う
事
例
が
あ
る
。「
在
宅
子

育
て
手
当
」
を
再
考
す
る
考
え
は
。

　
　
　

家
庭
で
の
子
育
て
が
大
変
で
重
要
な

　
　
　

こ
と
は
、
重
々
承
知
し
て
お
り
、
市

単
独
で
は
難
し
い
の
で
、
国
や
県
へ
の
要
望

も
含
め
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

本
市
の
障
が
い
者
雇
用
の

実
態

　
　
　

国
の
省
庁
や
県
庁
に
お
い
て
、
障
が

　
　
　

い
者
雇
用
の
水
増
し
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
実
態
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
の
平
成
30
年
度
雇
用
率
は
、
２
・

　
　
　

57
％
で
、
法
定
障
害
者
雇
用
率
２
・

５
％
を
上
回
る
。
な
お
、
障
害
者
手
帳
等
を

確
認
し
、
集
計
し
て
い
る
。

Q

Ａ ＡQＡ Q

解体予定の旧八田窓口サービスセンター

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

お
け
る
平
成
28
～
平
成
30
年
度

の
集
中
取
り
組
み
期
間
終
了
後

の
方
向
性
と
行
動
計
画

　
　
　

現
在
進
行
中
の
庁
舎
整
備
を
基
に
、

　
　
　

本
庁
舎
と
支
所
周
辺
施
設
、
１
万
２

千
㎡
の
削
減
見
込
だ
が
、
総
合
管
理
計
画
に

掲
げ
た
削
減
目
標
は
、
平
成
57
年
度
ま
で
の

30
年
間
に
、
床
面
積
の
20
％
、
５
万
５
千
㎡

複合施設として機能集約された八田窓口サービスセンター（高度農業情報センター内）
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管
理
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
運
用
に
よ
っ
て

公
平
に
債
権
の
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

債
権
を
回
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
収

　
　
　

納
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
債
権
管
理
条

例
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
有
効
か
つ
有
意
義

な
条
例
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

制
定
に
向
け
て
、
早
速
職
員
の
研
修
を
実

施
し
、
で
き
る
限
り
今
年
度
中
の
制
定
を
目

指
し
て
い
く
。

　 齊藤 博明 議員
（公明党）

討議の
焦 点

　
　
　

業
務
の
執
行
に
お
い
て
も｢

事
務
処

　
　
　

理
ミ
ス
防
止
に
向
け
た
共
有
資
料
」

を
作
成
し
、
市
政
の
信
頼
喪
失
に
つ
な
が
る

事
案
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
根
絶
す
る
た
め

に
、
全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
こ
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、
内
部
統
制
の
基
本
方
針
や
指
針
の
策

定
に
つ
い
て
総
務
部
を
中
心
に
研
究
し
、
時

代
に
即
応
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
職
員
相

互
の
連
携
を
深
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
傾
注
し
て
い
く
。

滞
納
処
理
に
関
す
る

基
本
姿
勢

　
　
　

回
収
不
可
能
な
債
権
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

必
要
に
応
じ
て
権
利
放
棄
の
手
続
き

を
経
る
な
ど
し
て
、
不
納
欠
損
措
置
も
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
市
の
基
本
的
な
滞
納
処

理
の
考
え
方
は
。

　
　
　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
厳
正
に
対
処

　
　
　

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
方
で
地
方

税
法
で
は
、
滞
納
処
分
を
す
る
財
産
が
な
い

時
な
ど
は
、
そ
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
滞
納
者
の
実
情
を
十
分
に
把
握
し

た
上
で
、
適
正
な
滞
納
処
分
の
執
行
に
努
め

て
い
る
。

　
　
　

不
納
欠
損
額
を
明
確
に
処
理
し
て
い

　
　
　

く
た
め
、
ま
た
部
署
に
よ
っ
て
も
事

務
処
理
の
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
に
、
債
権

行
政
運
営
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　

市
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す

　
　
　

る
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
事
務
執
行
上
の
リ
ス

　
　
　

ク
管
理
は
、
市
行
政
改
革
大
綱
に
お

い
て
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
進
め
る
方

針
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
現
状
で
は
、
部

署
毎
に
管
理
職
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
事
務
を
執
行
す
る
主
体

で
あ
る
機
関
の
長
、
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、

リ
ス
ク
を
組
織
的
に
管
理
し
、
損
失
等
の
回

避
ま
た
は
低
減
を
図
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
32
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
で
は
、「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
等
の
事
務
上
の
リ
ス
ク
を
評
価

お
よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
事
務
の
適
正
な

執
行
を
確
保
す
る
体
制
」
と
し
て
、
内
部
統

制
の
体
制
導
入
を
、
都
道
府
県
知
事
と
政
令

指
定
都
市
の
市
長
に
義
務
付
け
さ
れ
た
。
そ

の
他
の
市
町
村
長
に
つ
い
て
は
、
努
力
義
務

と
さ
れ
た
が
、
そ
の
導
入
の
必
要
性
は
極
め

て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

市
と
し
て
速
や
か
に
、
基
本
方
針
あ

　
　
　

る
い
は
指
針
を
策
定
す
る
必
要
性
と

と
も
に
、
永
続
的
に
運
営
管
理
す
る
専
門
部

署
の
設
立
を
提
案
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ Q

Ａ

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＡQ Q

リスクマネジメントの基本方針策定の予定は？
◇総務部を中心に速やかに研究に入り、原因の分析と情報の共有を図りながら進める。

債権管理条例を制定し、公平に債権管理を行うべき。
◇制定に向けては、早速職員の研修を実施し、できる限り今年度中の制定を目指す。

Q

Ａ

●債権管理条例とはちょっと
解 説

　市が所有している債権は、市税や保険料の他、保育料、給食費、
手数料、使用料、返還金など多岐に渡る。
　これらは公法上によるものや私法上によるものなど、根拠法令
がそれぞれ分かれており、徴収や滞納処分の例が異なって、効率
的な事務を困難にさせている。債権管理条例は、債権の発生から
消滅までの手続きや処分の基準を明確にし、債権管理の適正化を
図ることを目的としている。



る
予
算
編
成
が
見
込
ま
れ
る
現
状
か
ら
、
基

金
取
り
崩
し
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
篠
山
市
は
合
併
特
例
債
の
起

債
の
し
過
ぎ
で
財
政
危
機
に
陥
り
20
年
の
再

生
計
画
樹
立
に
至
っ
た
。
健
全
を
主
張
す
る

本
市
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

将
来
の
負
担
を
軽
減
す
る
市
債
の
繰

　
　
　

上
償
還
と
合
わ
せ
、
可
能
な
額
を
積

み
立
て
て
き
た
。

　

平
成
31
年
度
以
降
の
普
通
交
付
税
は
、
本

来
の
交
付
税
額
と
な
る
。
し
か
し
、
歳
出
面

で
は
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
や
社
会

保
障
関
係
費
、
公
債
費
の
負
担
増
な
ど
の
財

源
確
保
が
必
要
。
そ
こ
で
第
７
期
財
政
計
画

の
と
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
基
金
の
取
り
崩
し
は

必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
財
政
破
綻
直
前
の
篠
山
市
と
は
、

合
併
特
例
債
の
充
当
率
お
よ
び
一
般
財
源
の

補
償
が
な
か
っ
た
事
が
異
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
こ
れ
ま
で
の
基
金
増
加
傾
向
要
因
分
析
は

○
基
金
積
立
に
目
的
別
順
位
は
あ
る
か

○
基
金
取
り
崩
し
は
目
的
別
に
試
算
し
た
か

○
財
政
危
機
に
陥
っ
た
自
治
体
は
サ
ー
ビ
ス

　
低
下
が
生
じ
て
い
る
が
本
市
は

○
借
金
返
済
に
追
わ
れ
る
懸
念
が
あ
る
が

○
一
連
の
財
政
は
将
来
負
担
軽
減
な
の
か

─  10  ─

　

各
基
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
が
条
例

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
は

「
財
政
の
年
度
間
調
整
を
図
る
た
め
」、
減
債

基
金
は
「
市
債
の
償
還
に
必
要
な
財
源
を
確

保
し
、
も
っ
て
将
来
に
わ
た
る
市
の
財
政
の

健
全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
」、
公
共
施
設

整
備
等
事
業
基
金
は
「
公
共
施
設
の
整
備
そ

の
他
市
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
長
期
的
な

計
画
に
基
づ
く
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
７
期
財
政
計
画
で
示
し
た
と
お
り
、
残

高
は
、
平
成
30
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
39

年
度
に
は
50
億
円
に
減
少
す
る

と
の
試
算
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
基
金
の
中
期
的
な
見

通
し
は
、
増
加
傾
向
か
ら
来
年

度
以
降
、
減
少
傾
向
に
転
じ
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
積
立
の
方

策
お
よ
び
原
資
は
行
財
政
改
革

か
ら
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
の
公
表
は
、

基
本
的
に
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
お
知
ら
せ

す
る
。
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

た
「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
家
計
簿
」

も
公
開
し
て
い
る
。

　
　
　

合
併
特
例
債
の
起
債
が

　
　
　

急
増
し
て
い
る
。
一
般

的
に
償
還
は
平
準
化
が
必
要
と

思
う
が
、
基
金
取
り
崩
し
に
よ

財
政
計
画
と
基
金

　
　
　

基
金
の
現
状
認
識
と
中
期
的
動
向
見

　
　
　

通
し
、
そ
の
積
立
方
策
お
よ
び
積
立

の
原
資
、
ま
た
財
政
内
容
に
変
化
が
生
じ
て

く
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
対
し
何
を
ど
の
よ

う
に
説
明
す
る
か
伺
う
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
平
成
18
年
度
末
、

　
　
　

69
億
円
で
あ
っ
た
一
般
会
計
積
立
基

金
残
高
は
、
平
成
28
年
度
末
、
１
５
３
億
円

と
、
84
億
円
、
約
１
２
０
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　 飯野 久 議員
（民生クラブ）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ

Q

財政の将来負担の基本的考え方、
つまり後世へのツケ回しとならないための方策は？
◇市民サービスへの影響を最小限にするため、計画的に基金を取り崩していく。

市ホームページで公開されている南アルプス市の家計簿



今
後
の
政
策
課
題
の

取
り
組
み

　
　
　

本
市
は
合
併
に
よ
り
権
限
の
拡
大
が

　
　
　

な
さ
れ
た
が
、
今
後
、
少
子
高
齢
化

社
会
や
経
済
の
先
細
り
の
到
来
に
よ
る
財
政

悪
化
を
斟
酌
す
る
と
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
持
続
さ
せ
て
、
市
民
益
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
さ

ら
に
、
権
限
を
得
て
も
、
そ
の
権
限
に
見
合

う
専
門
職
の
配
置
を
怠
れ
ば
、
結
局
の
と
こ

ろ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
。
ま
た
、

医
療
費
の
高
校
ま
で
の
無
償
化
に
つ
い
て
は

所
得
制
限
を
設
け
る
事
の
見
直
し
も
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
果

敢
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
市
長
の
所
見
を
求
め
る
。

　
　
　

多
様
化
す
る
事
務
に
対
応
す
る
た
め

　
　
　

職
員
の
適
材
適
所
を
見
極
め
、
効
果

的
に
配
置
す
る
。
ま
た
、
し
っ
か
り
と
し
た

事
業
評
価
を
行
い
、
見
直
し
を
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
将
来
へ
の
不
安
や
負
担
を
抑

え
る
べ
く
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
き
た
。

引
き
続
き
、
福
祉
、
教
育
、
農
業
を
は
じ
め

と
す
る
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
の
事
業
評
価

○
合
併
特
例
債
発
行
枠
以
内
の
新
市
建
設

○
総
合
的
発
展
を
も
た
ら
す
よ
う
な
産
業
構

　
造
の
展
開
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●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
力
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

事
業
で
あ
り
、
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
捉
え
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
の
検
証

［
６
次
化
拠
点
施
設
の
変
更
に
つ
い
て
］

　
　
　

市
長
か
ら
事
業
変
更
に
よ
る
雇
用
や

　
　
　

収
益
性
、
さ
ら
に
は
本
市
の
産
業
振

興
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
数
値
目
標
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
改
め
て
事
業
の
変
更
の

必
要
性
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

現
時
点
に
お
い
て
、
雇
用
や
収
益
性
、

　
　
　

本
市
の
産
業
振
興
へ
の
波
及
効
果
な

ど
の
数
値
予
測
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

［
新
ご
み
処
理
施
設
の
本
市
負
担
予
測
を

加
味
し
た
財
政
計
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
］

　
　
　

財
政
計
画
を
拝
見
す
る
と
、
基
金
残

　
　
　

が
平
成
39
年
を
基
準
と
し
て
５
ヶ
年

で
枯
渇
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
て
い
る
中

で
、
速
や
か
に
本
市
の
財
政
計
画
に
支
障
が

な
い
こ
と
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
市
長
の

所
見
を
求
め
る
。

　
　
　

新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
は
多
額

　
　
　

の
建
設
費
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
可

能
な
限
り
情
報
収
集
に
努
め
、
第
８
期
財
政

計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

市
長
の
政
治
姿
勢

都
市
の
到
達
状
況

［
成
長
し
た
都
市
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
］

　
　
　

市
長
は
成
熟
都
市
へ
の
転
換
期
と
捉

　
　
　

え
て
い
る
が
、
な
ら
ば
「
成
長
し
た

う
え
で
成
熟
」
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
、
本

市
は
「
成
長
し
た
都
市
」
と
し
て
評
価
し
た

の
か
。
少
な
く
と
も
私
は
、
行
政
全
体
が
い

ま
だ
「
未
成
熟
」
に
あ
り
「
成
長
し
た
都
市
」

と
は
評
価
で
き
な
い
と
と
ら
え
て
い
る
が
市

長
の
所
見
は
。

　
　
　

昨
今
の
事
務
処
理
ミ
ス
や
不
祥
事
な

　
　
　

ど
、
市
民
の
信
頼
を
損
な
う
事
例
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
大
き
な
教
訓
と
し
て
、

職
員
の
意
識
改
革
お
よ
び
資
質
向
上
を
図

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
「
成
長
し
た
都
市
」、

そ
し
て
「
成
熟
し
た
都
市
」
に
達
す
る
よ
う

に
、
精
一
杯
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で

あ
る
。

市
政
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と

す
べ
き
状
況

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
に
あ
る
「
総
合
的

　
　
　

発
展
を
も
た
ら
す
よ
う
な
産
業
構

造
」
を
具
体
的
に
進
め
、
達
成
さ
せ
た
状
況

を
市
政
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
す
べ
き

で
あ
る
。
市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

本
市
は
旧
完
熟
農
園
跡
地
に
、
民
間

　
　
　

活
力
を
導
入
し
た
新
た
な
産
業
拠
点

　 矢﨑  俊秀 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

市政のターニングポイントとすべき状況とは？
◇地域ブランド力を生かした地域経済の活性化にある。

６次化拠点施設については、数値目標の明確な説明がないが？
◇企業誘致という本事業の性質から、数値予測は困難な状況である。

合併特例債発行期限５年延長について。
◇使いきることが目的ではない。有効に活用していきたい。

Ａ Q

Ａ Q

QＡ

Ａ Q
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じ
る
課
題
が
示
さ
れ
た
。
視
察
先
の
埼
玉
県

越
谷
市
で
は
、
３
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
交
代
で

稼
働
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
夏
休
み
中
の
給
食
の
配
送
は
外
部
委

託
で
は
な
く
、
調
理
を
行
っ
て
い
な
い
職
員

で
対
応
し
て
い
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
側
で
は
、

配
送
の
職
員
と
支
援
員
が
食
缶
な
ど
を
運
ん

で
い
る
。
新
た
な
施
設
整
備
は
必
要
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
本
市
で
も
実
施
で
き
る
可
能
性

が
十
分
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う

が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

実
際
に
実
施
す
る
に
は
、
栄
養
士
の

　
　
　

配
置
も
必
要
と
な
る
。
釜
な
ど
の
調

理
器
具
の
整
備
や
献
立
づ
く
り
、
食
数
に
合

わ
せ
た
調
理
員
の
調
理
実
習
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
交
代

で
行
え
ば
可
能
だ
と
は
思
う
が
、
北
部
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
配
送
業
者
の
車
を
利

用
し
て
い
る
の
で
、
利
用
経
費
が
か
か
っ
て

く
る
。
今
後
、
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

給
食
費
無
料
化

　
　
　

群
馬
県
は
、
10
市
町
で
給
食
費
を
完

　
　
　

全
無
料
と
し
て
い
る
。
本
市
と
類
似

点
の
多
い
渋
川
市
は
、
給
食
費
の
30
％
を
公

費
で
負
担
し
て
い
た
が
、
昨
年
の
４
月
か
ら

は
、「
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
渋
川
市
、
教
育

を
受
け
る
な
ら
渋
川
市
」
と
い
う
考
え
の
下
、

全
額
公
費
負
担
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
で

も
参
考
に
し
、
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
県

　
　
　

内
で
は
身
延
町
、
早
川
町
と
丹
波
山

村
で
実
施
し
て
い
て
、
本
市
と
は
行
政
規
模

の
違
い
が
あ
る
。
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
文
部

科
学
省
に
よ
る
「
学
校
給
食
費
無
償
化
に
関

す
る
全
国
調
査
」
に
よ
る
と
、
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
は
全
体
の
４
・
４
％
で

あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
町
村
が
93
・
４
％
を

占
め
て
い
る
。
給
食
費
の
無
償
化
は
、
大
規

模
な
財
源
の
確
保
と
い
う
大
き
な
問
題
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
無
償
化
は

考
え
て
い
な
い
。
今
後
は
、
他
の
自
治
体
や
、

国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
財
政
負
担

や
効
果
な
ど
、
多
方
面
か
ら
調
査
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
を
通
じ
た
地
産
地

消
と
食
育
の
推
進

　
　
　

平
成
29
年
の
６
月
議
会
で
市
か
ら
は

　
　

、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
地
域
や
学
校
、
地

元
生
産
者
や
農
業
団
体
と
連
携
し
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
学
校
給
食
を
通
じ
て
、

　
　
　

食
育
や
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
食
に
関
す
る
年
間

指
導
計
画
を
立
て
、
栄
養
教
諭
等
に
よ
り
各

学
校
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
地
場
産
物
を
使
用
す

る
地
産
地
消
を
進
め
た
結
果
、
野
菜
の
主
要

５
品
目
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
き
ゅ
う
り
、
じ
ゃ
が

い
も
、
大
根
、
ね
ぎ
）
の
市
内
産
割
合
は
、

前
年
度
実
績
で
８
％
か
ら
12
％
に
増
加
し
て

い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
市
内
の
農
家
に
広

く
呼
び
か
け
、
契
約
農
家
を
増
や
す
と
と
も

に
、
農
業
団
体
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
地

元
食
材
の
使
用
割
合
を
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

夏
休
み
中
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
給
食
の
提
供

　
　
　

平
成
29
年
の
６
月
議
会
で
市
か
ら
は

　
　
　

夏
休
み
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
支
障
が
出
る
こ
と
や
、
配
送
の

業
務
委
託
と
児
童
ク
ラ
ブ
側
で
の
受
け
入
れ

の
た
め
の
施
設
整
備
で
新
た
な
事
業
費
が
生

　 松野  昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

Ａ Q

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Q

Ａ

地産地消と食育の一体的な推進を！
◇地産地消の推進業務にあたる職員を配置。
　 地元産野菜（主要 5 品目）の学校給食での使用割合は 8% から12% に増加している。

夏休み中の放課後児童クラブに給食の提供を！
◇実施は難しいと判断しているが、各機関に確認作業をしたうえで、人員配置や経費面で　
　調査・研究をしていきたい。

学校給食費無料化の実施を！
◇現時点での完全無料化の実施は無理があると判断しているが、
　国、県の動向を注視しつつ、財政負担や効果など
　多方面からの調査、研究をしていく。

Q Ａ

渋川市と南アルプス市の比較
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中部横断道全線開通を
見据えた企業誘致

花輪  幸長 議員
（市民クラブ）

戸栗  淳 議員
（未来の風）

南アルプス市における
教育の現状

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　
　
　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、

　
　
　

複
数
の
高
規
格
な
道
路
が
連
結
す
る
。

日
本
海
か
ら
太
平
洋
、
東
京
圏
か
ら
中
京
圏
を

つ
な
ぐ
要
所
と
し
て
、
本
市
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
企
業
の
投
資
意
欲
が
高
ま
る
中
、

情
報
を
さ
ら
に
整
理
し
、
進
出
希
望
企
業
へ
の

的
確
な
サ
ポ
ー
ト
と
、
併
せ
て
立
地
支
援
策
を

講
じ
て
い
く
。

中
部
横
断
道
全
線
開
通
を
見
据
え
た

観
光
農
業
の
新
た
な
展
開

　
　
　

国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
シ
ャ
イ
ン
マ

　
　
　

ス
カ
ッ
ト
雨
よ
け
施
設
の
設
置
を
支
援

す
る
考
え
は
。

　
　
　

企
業
誘
致
の
基
本
的
な
考
え
方
、
お
よ

　
　
　

び
直
近
５
年
間
の
誘
致
実
績
は
。

　
　
　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
雇
用
の
創
出
と
、

　
　
　

安
定
し
た
税
収
確
保
、
地
方
創
生
、
人

口
増
・
定
住
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
変
有

効
な
施
策
と
と
ら
え
て
い
る
。
直
近
５
年
間
の

誘
致
実
績
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
１
件
、

平
成
28
年
度
に
１
件
、
平
成
29
年
度
に
１
件
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
３
件
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　

中
京
地
区
へ
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て
、

　
　
　

開
通
後
の
有
利
性
を
基
本
に
強
化
で
き

る
と
推
察
す
る
が
、
市
の
見
解
と
考
え
方
は
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
約
２

　
　
　

年
が
経
つ
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
導
入
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　

み
は
、
平
成
28
年
度
に
「
調
査
委
員
会
」

平
成
29
年
度
に
「
検
討
委
員
会
」、
平
成
30
年
度

に
は
「
教
育
推
進
委
員
会
」
を
組
織
し
、
意
見

交
換
を
通
し
て
、
義
務
教
育
９
年
間
で
育
む
児

童
生
徒
像
を
共
有
し
、
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る

よ
う
、
平
成
31
年
度
の
開
校
を
目
指
し
て
、
具

体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。　
　
　

　
　
　

芦
安
の
通
学
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

バ
ス
の
使
用
に
よ
る
、
児
童
館
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
結
果

は
。

　
　
　

芦
安
地
区
以
外
の
児
童
館
・
放
課
後
児

　
　
　

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
つ
い
て
は
可
能
で

あ
る
が
、
降
車
後
の
安
全
性
を
考
え
る
と
難
し

い
。
今
後
、
下
校
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
保
護

者
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

８
月
の
教
師
の
逮
捕
に
対
し
、
市
と
し

　
　
　

て
の
生
徒
に
対
す
る
ケ
ア
や
教
師
の
信

頼
回
復
に
つ
い
て
の
対
処
は
。

　
　
　

教
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

　
　
　

や
保
護
者
、
市
民
の
信
頼
を
損
な
う
こ

と
に
な
り
、
言
語
道
断
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

対
応
と
し
て
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
、
電
話
相

談
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
児
童
の
状
況
把
握
を
実

施
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
当
該
学
級
に
お
い

て
は
、
新
し
い
担
任
の
も
と
で
学
級
作
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

　
　
　

国
の
支
援
策
で
は
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

　
　
　

プ
事
業
」
が
該
当
に
な
る
。
こ
の
事
業

の
場
合
、
条
件
と
し
て
産
地
の
面
積
要
件
が
、

果
樹
で
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
必
要
と
な
る

た
め
、
南
ア
ル
プ
ス

市
農
業
協
同
組
合
が

行
う
事
業
と
の
連
携

が
必
要
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
市
計
画

は
来
年
度
ま
で
は
作

成
済
み
で
あ
る
た

め
、
同
じ
計
画
の
場

合
は
平
成
32
年
度
以

降
の
実
施
と
な
る
。

Q

Ａ

小中一貫教育導入を目指す八田小・八田中（上）と
芦安小・芦安中（下）

中部横断道沿線に広がる雨よけハウス

Ａ

Q

Ａ

Q



■
そ
の
他
の
質
問
■

○
総
合
評
価
型
入
札
制
度

○
入
札
に
お
け
る
予
定
価
格
の
事
後
公
表
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今
後
、
災
害
に
対
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
自
分
で
判
断
す
る
力
や
行
動
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
防
災
教
育
を
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の
向
上

　
　
　

が
重
要
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
か
。

　
　
　

市
で
は
、
現
在
「
各
種
防
災
訓
練
」、　

　
　
　
「
各
団
体
へ
の
講
習
会
」、「
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
講
座
」、「
地
域
へ
の
出
前
講
座
」、

「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
の
支
援
」
等
実
施
し

て
い
る
。
特
に
、
今
年
度
は
住
民
が
主
体
と
な

り
、
地
域
の
特
性
や
想
定
さ
れ
る
災
害
に
応
じ

た
「
地
区
防
災
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

　
　
　

小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
現
状

　
　
　

と
今
後
の
方
針
は
。

　
　
　

現
在
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に
お
い
て
、

　
　
　

防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
実
践

的
な
防
災
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

地
震
や
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
保
護
者

と
の
連
携
に
よ
る
引
渡
し
訓
練
、
県
立
防
災
安

全
セ
ン
タ
ー
で
の
地
震
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
訓
練
に
よ
り
、
小
学
校
で
は
、

危
険
を
理
解
し
安
全
な
行
動
で
他
の
人
々
に
も

気
配
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
中
学
校

で
は
自
主
的
・
主
体
的
に
行
動
し
、
進
ん
で
助

け
合
い
な
ど
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

防災力向上のための
取り組み

小池  伸吾 議員
（公明党）

　
　
　

旧
完
熟
農
園
の
検
証
委
員
会
は
本
当
に 

　
　
　

第
三
者
委
員
会
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

検
証
委
員
会
は
、「
完
熟
農
園
」
が
破
綻

　
　
　

し
た
原
因
を
、
公
正
公
平
に
検
証
す
る

た
め
に
設
置
し
た
。

　

委
員
の
構
成
は
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
者
で
構
成
、
選
任
さ
れ

た
委
員
は
４
名
と
も
外
部
の
有
識
者
で
、
直
接

の
利
害
関
係
を
持
た
な
い
、
中
立
的
で
独
立
的

な
立
場
の
方
々
で
あ
り
、
第
三
者
委
員
会
と
し

て
機
能
し
た
と
考
え
る
。

　
　
　

検
証
委
員
会
に
、
副
委
員
長
と
し
て
参

　
　
　

加
し
て
い
た
埴
原
弁
護
士
は
、
第
三
者

委
員
と
言
え
る
の
か
。

小林  敏徳 議員
（新生かがやき）

第三者委員会について

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　
　
　

埴
原
弁
護
士
は
、
破
産
手
続
き
の
際
、

　
　
　

申
立
て
代
理
人
と
し
て
本
事
業
に
関

わ
っ
た
が
、
本
案
件
と
直
接
の
利
害
関
係
は
な

く
、
中
立
的
、
独
立
し
た
立
場
の
方
で
、
第
三

者
委
員
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

木
住
野
会
計
士
は
本
当
に
第
三
者
委
員

　
　
　

と
言
え
る
の
か
。

　
　
　

木
住
野
会
計
士
は
、
完
熟
農
園
の
個
別

　
　
　

外
部
監
査
で
関
わ
っ
た
が
、
直
接
の
利

害
関
係
を
持
た
な
い
中
立
的
、
独
立
的
立
場
の

方
で
、
第
三
者
の
委
員
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

Ａ Q Ａ

Ａ

Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

い
る
。
今
後
は

行
政
が
一
方
的

に
住
民
へ
情
報

提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
住
民

と
対
話
を
し
な

が
ら
各
種
事
業

に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
災
害
時
に
障
が
い
者
を
支
援
す
る
用
品

○
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
事
業

Q

Q

QＡＡ

地区防災計画策定のようす（藤田地区）

●第三者委員会とはちょっと
解 説

　直接の利害をもたない中立的な
第三者によって構成される委員会。
官公庁や企業等において何らかの
問題が発生した際、弁護士や外部
の有識者等で設置され、問題の調
査や検証を行い、再発防止策等を
盛り込んだ報告書を作成する。 

　
　
　

破
綻
前
か
ら
関
わ
り
、
市
長
の
人
選
に
よ

　
　
　
る
埴
原
弁
護
士
と
木
住
野
会
計
士
は
第
三

者
委
員
で
は
な
く
、
当
事
者
で
あ
る
。

意
見
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芦安地域活性化のための
観光施策

有野  一成 議員
（民生クラブ）

清水  重仁 議員
（民生クラブ）

中山間地の活用

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　
　
　

民
間
の
こ
の
取
り
組
み
は
、
南
ア
ル
プ

　
　
　

ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
を
具

現
化
し
て
い
る
。
今
後
、
市
は
こ
の
よ
う
に
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
団
体
の
活

動
に
対
し
て
後
方
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

観
光
振
興
の
突
破
口
と
し
て
市
の
代

　
　
　

表
的
な
景
勝
地
で
あ
る
夜
叉
神
峠
に

誰
で
も
気
軽
に
行
け

る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る

が
。

　
　
　

夜
叉
神
峠
は  

　
　
　

国
立
公
園
内

に
あ
り
、
国
や
県
と

　
　
　

　
　
　

市
は
３
月
に
策
定
さ
れ
た
芦
安
グ
ラ
ン

　
　
　

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　

観
光
面
で
は
広
河
原
山
荘
の
改
築
等
、

　
　
　

人
口
減
少
抑
制
策
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

の
定
住
・
転
入
促
進
、
空
き
家
等
の
利
用
促
進

等
を
地
区
民
と
共
に
進
め
て
い
く
。　
　
　

　
　
　

民
間
団
体
が
登
山
客
等
を
対
象
に
、
お

　
　
　

に
ぎ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
、
本
市
特
産
の
果

物
、
お
菓
子
等
を
試
行
販
売
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
の
活

動
に
対
し
て
市
は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

　
　
　
森
林
環
境
税
に
つ
い
て

　
　
　

国
は
２
０
２
４
年
か
ら
森
林
環
境
税
を

　
　
　

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
、
国
が
財
源
を
借
り
入
れ
て
、
森
林
面
積

に
応
じ
て
各
自
治
体
に
補
助
金
を
配
分
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
市
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　

自
治
体
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）

　
　
　

を
活
用
し
て
、
荒
廃
し
た
民
有
林
の
間

伐
な
ど
森
林
の
整
備
や
、
林
業
に
携
わ
る
人
材

の
育
成
、
木
材
利
用
の
推
進
や
普
及
啓
発
の
使

途
を
想
定
し
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

本
市
で
は
、
森
林
の
所
有
者
の
調
査
お
よ
び
意

向
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
将
来
の
事
業
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
基
金
と
し
て
管
理
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て

　
　
　

国
は
来
年
度
か
ら
、
森
林
経
営
管
理
法

　
　
　

を
施
行
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

法
律
は
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

に
つ
い
て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
、
森

林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
担
い
手
を
探
す
事
業
で
あ
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、
手
入
れ
が
行

　
　
　

き
届
い
て
い
な
い
民
有
林
を
中
心
に
、

意
向
調
査
対
象
区
域
を
設
定
し
た
上
で
、
そ
れ

ら
森
林
所
有
者
の
経
営
管
理
に
関
す
る
意
向
を

調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　

自
伐
（
じ
ば
つ
）
型
林
業
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
人
材
育
成
や
担
い
手
対
策
等
に
よ
り
、

南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
山
々
を
、
快
適
で
良
好
な

市
民
生
活
を
維

持
す
る
た
め

に
、
健
全
な
姿

で
次
世
代
へ
渡

す
事
が
森
林
環

境
譲
与
税
（
仮

称
）
を
有
効
活

用
す
る
事
に
つ

な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の
協
議
が
必
要
に
な
る
他
、
膨
大
な
事
業
費
も

要
す
る
こ
と
等
か
ら
非
常
に
厳
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

モ
ノ
レ
ー
ル
は
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

　
　
　

場
所
も
国
立
公
園
の
第
３
種
特
別
地

域
で
規
制
は
比
較
的
緩
く
、
コ
ス
ト
も
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
等
よ
り
遥
か
に
少
額
で
あ
る
。
市

は
①
設
置
許
認
可
等
を
含
め
事
業
化
の
可
能

性
②
設
置
工
事
や
運
行
が
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
調
査
③
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
上
で

可
否
を
判
断
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

①
②
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
実
施
し
て

　
　
　

い
く
必
要
が
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

Ａ Q

Q

ＡQＡ

市内の林業のようす
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櫛形総合公園
陸上競技場への
夜間照明設置 名取  泰 議員

（日本共産党南アルプス市議団）
村松  三千雄 議員

（市民創政の会）

国民健康保険の
安定維持のための
取り組み

質疑の
主 題

質疑の
主 題

度
、
利
便
性
な
ど
満
足
す
る
条
件
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
簡
易
照
明
で
は
対
応
が
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。

河
川
内
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て

　
　
　

山
梨
県
は
豪
雨
の
際
の
対
策
と
し
て
、

　
　
　

河
川
内
の
樹
木
の
伐
採
、
伐
木
、
ま
た

堆
積
土
砂
の
撤
去
、
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
を
実

施
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
市
内
の
河
川

で
は
依
然
と
し
て
河
川
内
に
樹
木
や
草
が
生
い

茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
と
し
て
も
調

査
を
行
い
、
県
と
協
力
を
し
て
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

市
が
管
理
す
る
準
用
河
川
の
う
ち
集
落  

　
　
　

内
河
川
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
現
地
を

　
　
　

平
成
29
年
の
９
月
議
会
で
、
櫛
形
総
合

　
　
　

公
園
陸
上
競
技
場
の
夜
間
照
明
の
設
置

に
つ
い
て
調
査
・ 

研
究
を
行
い
、
簡
易
式
の
照

明
施
設
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
検

討
し
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

結
果
は
。

　
　
　

常
設
照
明
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
多
額

　
　
　

の
費
用
と
そ
の
後
の
維
持
管
理
経
費
、

な
ら
び
に
周
辺
住
民
へ
の
影
響
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
容
易
に
設
置
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

当
面
の
間
、
見
送
り
た
い
。
簡
易
照
明
で
あ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
陸

上
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
関
係
者
を
交
え
て
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、
照

　
　
　

本
市
の
医
療
費
の
現
状
と
医
療
費
抑
制

　
　
　

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
　

平
成
29
年
度
の
保
険
給
付
は
、
50
億
１
，

　
　
　

０
７
３
万
６
千
円
で
歳
出
の
60
％
を
占

め
て
い
る
。
平
成
28
年
度
と
比
較
す
る
と
3.3
％

の
減
だ
が
、
１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は

29
万
２
，５
５
０
円
と
前
年
比
1.7
％
の
増
で
、
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
医
療
費
抑
制
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防

の
た
め
、
受
診
率
の
低
い
40
歳
か
ら
59
歳
の
男

性
を
対
象
に
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
健
康
無
関
心
層
へ
の
働
き
か

け
と
し
て
、「
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康

リ
ー
グ
」
を
展
開
し
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
費
の
抑
制
に
有
効
な

　
　
　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）」

の
使
用
状
況
と
普
及
率
の
向
上
策
は
。

　
　
　

本
市
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

　
　
　

状
況
は
、
70
％
を
超
え
る
高
い
割
合
を

維
持
し
て
い
る
。
取
り
組
み
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
の
薬
代

を
比
較
で
き
る
差
額
通
知
を
年
３
回
、
延
べ

１
，
７
３
０
人
の
被
保
険
者
に
発
送
し
、
約

１
０
０
万
円
の
本
人
負
担
の
削
減
効
果
が
あ
っ

た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
提
供
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
電
子
お

薬
管
理
シ
ス
テ

ム
を
試
験
的
に

運
用
し
、
こ
れ

に
よ
り
市
内
調

剤
薬
局
に
お
い

て
薬
剤
管
理
が

共
有
さ
れ
、
残

薬
を
少
な
く
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
期

待
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
資
源
回
収
セ
ン
タ
ー
使
用
に
よ
る
資
源
ご
み 

　
回
収
率
の
向
上
と
課
題

Ａ Q Ａ Q

Ａ

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

確
認
し
て
、
山
間
部
の
小
河
川
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
情
報
を
得
な
が
ら
現
地
を
確
認
し
、
伐

木
・
浚
渫
の
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

県
管
理
の
河
川
に

つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

お
よ
び
現
地
調
査

を
実
施
し
、
県
に

対
し
伐
木
・
浚
渫

の
対
応
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
無
料
定
額
診
療

Q

電子お薬管理システム運用のようす

Ａ Q

市内の河川内樹木の状況



●公明党
●会派のメンバー　代表：齊藤博明
　　　　　　　　          河野木綿子、小池伸吾　

【視察先】三重県桑名市、志摩市、松阪市  

【視察日】平成 30 年７月 10 日（火）～ 12 日（木）
【視察の内容】志摩市「地域ブランド認定事業」

　志摩市は、観光が主幹産業であることから、志摩市
そのもののブランド化と、さらなる地域の魅力の向上
と発信を目指し、事業に取り組んでいる。特産品や加
工品などをブランド認定することで、食文化をはじめ、
地域の歴史や文化を活用しながら、生産者と加工、流
通、観光業者が連携して、地域の産物だけでなく、「志
摩」自体をブランド化していく目的で進めている。

【総　括】
　特産品の違いはあるが、本市においてもブランド事
業は推進している。志摩市ほどのネームバリューが
あっても、全国への販売促進には苦慮していることが
うかがえ、PR の難しさを感じた。「来ていただいて買っ
てもらう。」観光と販売のセットを理想としているが、
本市も学ぶ点であると実感した。

【その他の視察】
桑名市「公共施設のあり方」
　　　  「使用料・手数料の見直し」
松阪市「地域ブランドを活かしたまちづくり」
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●日本共産党南アルプス市議団
●会派のメンバー　代表：名取泰
　　　　　　　　　　　 松野昇平
　【視察先】埼玉県越谷市　群馬県渋川市

【視察日】平成 30 年８月１日（水）～２日（木）
【視察の内容】
越谷市「夏休み中の学童保育での給食提供」

　埼玉県越谷市では、夏期の高温下で弁当を持参する
ことでの衛生面の不安を解消し、保護者の負担軽減を
図ることを目的に、平成 17 年度から夏休み中の学童
保育（放課後児童クラブ）での給食提供をおこなって
いる。
　給食の調理は市内３カ所の学校給食センターが交代
で行い、各学童の玄関前などへ配送。そこからは学童
の指導員が運んで配膳まで行っているので、特別な職
員体制の見直しや新たな施設整備は行っていない。利
用保護者は事前に配布される献立表を基に、市のホー
ムページから希望日を申し込む。
　夏期学童給食は１食あたり 270 円の実費徴収で、歳
入の全ては給食材料費に充当されている。集金の方法
は通常と違い、納付書で納付していただいている。

【総　括】
　担当課からも「保護者から大変好評をいただいてい
る」「食中毒やお弁当忘れの心配がなくなった」など
の反応を伺った。
　昨今、夏休み中の子どもの食や栄養が心配される中、
子どもの貧困対策からも重要と考える。
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●市民創政の会
●会派のメンバー　代表：矢﨑俊秀
　　　　　　　　　　　 村松三千雄、三木充　

【視察先】京都府京都市、宮津市  

【視察日】平成 30 年８月７日（火）～９日（木）
【視察の内容】宮津市「観光まちづくり推進事業」

　宮津市は、日本三景「天橋立」があるまちで、よく
知られている反面、天橋立に頼った観光からの脱却が
課題となっている。この打開策として、滞在型観光地
への転換、Made in 宮津の土産物づくりを通じて観光
消費額（外貨獲得）の拡大とともに、海の京都観光圏
の中心として、日本の顔となる観光地を目指して稼げ
る都市づくりを進めている。

【総　括】
　宮津市の観光ニーズの多様化に対応したステージづ
くりは、「観光革命の推進」とした政策理念から、そ
の取り組み姿勢の思いの丈の高さに感動を覚えた。
　本市も、観光スタイルが “ 個人・体験型 ” に変化し
ている中で、消費者ニーズに対応した観光地づくりへ
の転換が必要と考える。観光農業や山岳観光に、外国
人観光客の受け入れを含めた誘客促進等、稼ぐ力づく
りとしての観光資源活用の参考となり、今後の政策提
言等に活かしていきたい。

【その他の視察】
地方議会総合研究所（京都市）

「よくわかる地方財政と自治体予算・決算
　～持続可能な自治体運営をめざして～」

 ■委員長提案・議員提案による意見書

教職員定数改善、少人数学級推進及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための
意見書
●教職員定数改善と少人数学級の推進
　教材研究や授業準備、外国語教育実施の授業時間調整
等に対応するために必要な教員定数の改善と、豊かな教
育環境を整備し OECD 諸国並みの少人数学級を推進する
ことを要請する。
●国における教育予算の拡充
　厳しい財政状況の中、教育費の負担増が地方自治体の
財源を圧迫しており、自治体の教育費にバラツキが生じ、
教育条件の格差が発生している。このような格差の解消
や少人数学級の推進のため、国庫負担率の引き上げや国
における教育予算の拡充を要請する。

＜提出先＞　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　  
　　　　　　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

太陽光発電設備の立地規制等に係る
法整備等を求める意見書
　電力は国民経済の発展に欠くことはできず、再生可能
な自然エネルギー発電の導入拡大が必要となっている。
　太陽光発電設備については高い買取価格が設定された
ことや、規制緩和などにより急激に拡大し、様々な課題
が顕在化している。急斜面の山林に森林を伐採して設置
されるほか、農地や住宅地の中に周辺環境と調和せず設
置されるなど、景観の阻害、住環境の悪化、土砂災害等
の発生等が危惧されるため、次のとおり要望する。

１．太陽光発電について、景観、環境、防災上の観点か
　　ら適正な設置がされるよう、立地規制等に係る法整
　　備等を行うこと。
２．FIT 法においても、着工していない認定案件につい
　　て、事業者が計画地を立地規制の対象となる場所か
　　ら変更する場合でも、同じ買取価格を適用すること。
３．太陽光発電設備がFIT法の認定基準に従い適正に設
　　置されていることを国が責任を持って確認すること。
４．発電事業終了時や事業者が経営破綻した場合に、パ
　　ネル等の撤去及び処分が適切かつ確実に行われる仕
　　組みを整備すること。

＜提出先＞　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　
　　　　　　 総務大臣　農林水産大臣　経済産業大臣
　　　　　     国土交通大臣　環境大臣
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 ■第１回臨時会（７月）を開催

　平成 30年第 1回臨時会が７月 24日に開催されました。
　一般会計補正予算（第３号）として、桃源文化会館の緊急
的な修繕工事に要する経費が提出され、異議なく全会一致
で可決されました。また、追加して桃源文化会館改修工事
請負変更契約案が提出され、これも異議なく全会一致で可
決されました。

議  会  活  動

　8 月 10 日にアピオ甲府にて山梨県市議会
議長会議員合同研修会が開催されました。
 　「富士市産業支援センター f-Biz」の小出宗
昭センター長が「地域ビジネスによる地域活
性化」をテーマに講演を行い、地域の中小企
業の業績回復のヒントや、Ｖ字回復した事例
などを、具体的なやり取りを交えてご教示い
ただきました。

　8 月 2 日に中央市田富庁舎にて平成 30 年
度山梨県中北・峡南地区議長会が開催され、
西野浩蔵議長が会長に就任しました。
　地方議会の円滑なる運営と地方自治の振興
発展を目的として、今後、活動を推進してい
きます。

▲

▲

　7 月 25 日、26 日に栃木県佐野市にて関東
市議会議長会第１回支部長会議が開催され、
西野浩蔵議長が副会長として出席しました。
　西日本豪雨による被害への対応や、全国市
議会議長会に提出する議案の審議等について
協議を行いました。

▲



編
集
後
記

　
虫
の
音
に
誘
わ
れ
て
、
劇
団
の
脚
本
家
兼
演
出
家
で
あ
る
川
口
俊
和
氏

の
小
説
デ
ビ
ュ
ー
作「
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に
」を
ひ
も
と
い
た
。  

　
心
温
ま
る
四
つ
の
奇
跡
の
物
語
の
ひ
と
つ
に
、
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
で
記
憶
が
消
え
て
い
く
夫
と
看
護
師
の
妻
と
の
話
が
あ
る
。

　「
記
憶
を
失
っ
て
も
、
俺
は
夫
婦
で
あ
り
た
い
」
と
切
願
し
妻
に
宛
て

た
手
紙
に
は
、
涙
と
と
も
に
様
々
な
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。
家
族
で

あ
る
こ
と
、
夫
婦
で
あ
る
こ
と
、
人
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
改
め
て
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
と
尊
さ
を
こ
の
「
病
」
は
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
と
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
普
及

啓
発
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
認
知
症
の
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、「
認
知
症
施
策
推
進
基
本
法
」
の

早
期
制
定
が
待
た
れ
る
。

●第４回定例会の会期予定

11 月30日…………… 本会議（初日）

12 月  ６日 ～ ７日 …… 代表・一般質問

　     10日～13日…… 常任委員会

   　   21日…………… 本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式に
　決定されます。

みなさんの傍聴をお待ちしています！
※事前の申込は不要です。
　委員会も傍聴できます！

●第３回定例会の傍聴者数：28人
    ※報道関係者14 人は除く

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委  

員  

長
／
齊
藤 

博
明
　
委  

員
／
松
野 

昇
平
、
有
野 

一
成
、
櫻
田 

力

副
委
員
長
／
中
込 

恵
子
　
　
　
　  

村
松 

三
千
雄
、
野
中 

國
幹
、
北
村 

千
代
子

　
　
　
　

市議会に対する意見や、『議会だより』の感想
をお寄せください。（書式・様式は問いません。
ただし、原稿は 400 字以内にまとめてください。
メールやファックスでも受け付けています。）

市議会災害対策支援要領を制定
　市議会では、災害が起きた際に議員が取る対応をまと
めた要領を制定しました。市災害対策本部が立ち上がっ
た後、議会独自の支援本部を設置し、被災地・避難場所
での支援活動や情報収集、被災状況の伝達を行い、市民
の安全安心を守るために行動します。（写真：支援本部
設置を想定した９月２日の防災訓練のようす）

市民から  ひ・と・こ・と

長沼 賢雄 さん   
地区●下市之瀬

　議員は、複雑化する市政全般に精通することも必要ですが、自分の得意とする分野を

作り、行政当局との深い議論を通じ、問題点があれば洗い出し、改善・改革を進めるた

めの積極的な提案を行うことが大切だと思います。そして、行政当局の示す施策に市民

の意見・要望を反映することが、市民の関心を議会に向ける大きな力になると考えます。

　なかでも本会議は、議員活動を市民が直接確認できる絶好の機会であり、本会議の傍

聴やＣＡＴＶ放送を楽しみにしています。南アルプス市の未来のために、議員の皆様が

活躍されることを期待しています。

　山梨県を含む全国の自治体で、障がい者の雇用が水増
しされていた問題を受け、 8 月24日に西野浩蔵議長、飯
野久副議長、齊藤博明議員が市に対し、障がい者の雇用
が適正に行われているか調査を要望しました。南アルプ
ス市では適正に雇用がされていることを確認するととも
に、今後も不正が行われることのないよう要請しました。

障がい者雇用状況の調査を要望


